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み
な
さ
ん
、
お
久
し
ぶ
り
で
す
！
ぼ

く
、
牛
乳
だ
い
す
き
「
カ
ナ
ミ
ル
く
ん
」

で
す
！
令
和
8
年
6
月
14
日
（
日
）、

神
奈
川
県
立
花
と
緑
の
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
花
菜
ガ
ー
デ
ン
で
、「
牛
乳
の
日

イ
ベ
ン
ト
in
花
菜
ガ
ー
デ
ン
」
を
開
催

し
ま
し
た
！
み
ん
な
に
会
え
て
、
ほ
ん

と
う
に
う
れ
し
か
っ
た
よ
！

今
年
4
月
か
ら
ぼ
く
が
仲
間
入
り
し

た
全
農
神
奈
川
県
本
部
の
活
動
と
し
て

初
め
て
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
ス
タ
ッ
フ
み

ん
な
で
一
生
懸
命
準
備
し
た
よ
！
毎
日

牛
を
大
事
に
育
て
て
牛
乳
を
生
産
し
て

い
る
酪
農
家
さ
ん
や
、
酪
農
を
勉
強
中

の
県
内
高
校
生
た
ち
も
協
力
し
て
く
れ

た
よ
。

「
牛
乳
い
ろ
い
ろ
飲
み
比
べ
」
の
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
県
産
生
乳
1
0
0
%
認
証

商
品
を
含
む
3
種
類
の
牛
乳
を
飲
み
比

べ
！
成
分
無
調
整
の
「
牛
乳
」
や
、
す
っ

き
り
低
脂
肪
の
「
成
分
調
整
牛
乳
」
を

飲
み
比
べ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
味
わ
い
を

楽
し
ん
で
も
ら
っ
た
よ
。
ぼ
く
も
今
度

お
買
い
物
す
る
と
き
は
、
牛
乳
売
り
場

に
ど
ん
な
種
類
が
あ
る
か
み
て
み
よ
う
っ

と
。他

に
も
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り

だ
く
さ
ん
！
「
模
擬
牛
で
の
乳
し
ぼ
り

体
験
」
で
は
、
ホ
ン
モ
ノ
そ
っ
く
り
の

模
擬
牛
を
使
っ
て
の
乳
し
ぼ
り
を
酪
農

家
さ
ん
に
教
え
て
も
ら
っ
た
よ
！
初
め

て
酪
農
家
さ
ん
と
直
接
お
話
し
で
き
て
、

う
れ
し
か
っ
た
！

新
企
画
の
「
モ
ー
モ
ー
〇
×
ク
イ
ズ
」

は
、
酪
農
家
の
ヒ
ロ
シ
さ
ん
と
、
芸
人

の
ア
ホ
マ
イ
ル
ド
坂
本
さ
ん
が
司
会
と

し
て
き
て
く
れ
た
よ
！
ぼ
く
も
ド
キ
ド

キ
し
な
が
ら
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
っ
た
よ
！

た
く
さ
ん
の
お
友
だ
ち
が
参
加
し
て
く

れ
て
、
会
場
は
と
っ
て
も
盛
り
上
が
り

ま
し
た
！

さ
ら
に
「
ト
ラ
ク
タ
ー
の
展
示
＆
デ

モ
」
で
は
、
牧
草
を
と
て
も
大
き
な
白

い
ラ
ッ
プ
で
包
む
様
子
を
酪
農
家
さ
ん

が
実
演
！
大
迫
力
で
か
っ
こ
い
い
！
ぼ

く
も
い
つ
か
ト
ラ
ク
タ
ー
に
乗
っ
て
牧

草
を
刈
っ
て
み
た
い
な
ぁ
。

「
農
業
高
校
コ
ー
ナ
ー
」
で
は
、
県

立
中
央
農
業
高
校
と
県
立
相
原
高
校
の

お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
が
、
酪
農
や
、
農

業
高
校
の
こ
と
を
わ
か
り
や
す
く
教
え

て
く
れ
た
よ
。
ゲ
ー
ム
を
し
な
が
ら
牛

乳
が
ぼ
く
た
ち
の
も
と
に
届
く
ま
で
の

過
程
を
学
ん
だ
り
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
牛

さ
ん
福
笑
い
や
カ
ー
ド
を
貰
え
て
大
満

足
！
農
業
高
校
生
っ
て
す
ご
い
な
ぁ
と

思
っ
た
よ
。

他
に
も
、「
チ
ャ
リ
テ
ィ
た
ま
ご
く
じ
」

や
「
フ
ェ
イ
ス
ペ
イ
ン
ト
」
コ
ー
ナ
ー

も
大
人
気
！
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
い
っ

ぱ
い
で
、
気
づ
け
ば
あ
っ
と
い
う
ま
に

一
日
が
す
ぎ
ち
ゃ
っ
た
。
神
奈
川
の
酪

農
や
牛
乳
に
つ
い
て
、
こ
れ
か
ら
も
た

く
さ
ん
の
お
友
達
と
一
緒
に
学
ん
で
い

き
た
い
な
。

そ
し
て
、
ま
た
会
え
る
機
会
を
楽
し

み
に
し
て
る
ね
♪
暑
い
夏
は
、
牛
乳
パ

ワ
ー
で
乗
り
切
っ
て
元
気
に
す
ご
そ
う

ね
♬

【
主
催
】
か
な
が
わ
酪
農
活
性
化
対
策

委
員
会
、
全
農
神
奈
川
県
本
部

【
後
援
・
協
力
】（
一
社
）
神
奈
川
県
畜

産
振
興
会
、（
一
社
）
神
奈
川
県
畜
産

会
養
鶏
部
会
、
神
奈
川
県
立
中
央
農
業

高
等
学
校
、
神
奈
川
県
立
相
原
高
等
学

校
、
角
笛
会

【
カ
ナ
ミ
ル
く
ん
】
か
な
が
わ
県
産
生

乳
1
0
0
%
認
証
制
度
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

（
カ
ナ
ミ
ル
く
ん
代
筆
：

�

神
奈
川
県
畜
産
課　

古
瀬
）

「
牛
乳
の
日
イ
ベ
ン
ト
in
花
菜

ガ
ー
デ
ン
」
を
開
催
し
ま
し
た

酪農家（左）による模擬搾乳解説 モーモー○×クイズ

９９
（公社）中央畜産会　経営支援部（情報）  TEL03-6206-0846

（公社）中央畜産会からのお知らせ

◀スマートフォンからはこちら

◀パソコンからはこちらで検索

がんばる畜産

畜産現場の“今”を30分の番組にしました
映像を各種研修会、セミナーにご活用ください
配信中の内容：ヨーロッパアルプ酪農の力とチーズ街道 オースト

リア・ブレゲンツァーヴァルト／日本畜産学会100
周年　第132回大会総集編／国際養鶏養豚総合展
2024 総集編　ほか



─ 2 ─

第700号　令和 8年 7月 1日（水曜日）

令和８年度
～耕畜連携堆肥利用推進事業のご案内～

１１ 支支援援内内容容

県が畜産農家や農業協同組合等に対し、堆肥成分分析費・堆肥発芽試験(腐熟度検定)費・堆肥
運搬費・堆肥散布機械等整備費の一部を補助(補助率1/3以内)します。

２２ 支支援援対対象象事事業業者者

・県内に農場が所在する畜産農家又は耕種農家（令和７年度の畜産物又は農産物販売金額が50万円
以上の方）で、令和９年度以降もその農場で畜産または農業経営を継続し、畜産物又は農産物を
出荷する見込みがある方。

・県内に事業所が存在する農業協同組合や、畜産農家又は耕種農家等から構成される任意団体等

で、令和９年度以降も当該事業所等で畜産又は農業に関する活動を継続する見込みがある方。

３３ 支支援援上上限限単単価価

・・堆堆肥肥成成分分分分析析費費※※１１ 1100,,000000円円//回回

・・堆堆肥肥発発芽芽試試験験費費※※２２ 55,,000000円円//回回

・・堆堆肥肥運運搬搬費費※※３３ 66,,000000円円//回回

・堆堆肥肥散散布布機機械械等等整整備備費費※※４４ 330000,,000000円円//台台

４４ 事事業業ススケケジジュューールル（（予予定定））

５５ 交交付付申申請請にに必必要要なな書書類類（（実実績績報報告告にに必必要要なな書書類類はは別別途途おお知知ららせせししまますす。。））

① 耕畜連携堆肥利用推進事業補助金交付申請書（第１号様式）

② 補助金の振込先の通帳（表紙を１ページめくった中表紙の見開き）等の写し 他

６６ 申申請請書書類類提提出出期期間間・・書書類類提提出出先先

提提出出期期間間：：((上上半半期期))令令和和８８年年８８月月３３日日((月月))～～９９月月３３日日((木木))
((下下半半期期))令令和和９９年年１１月月1122日日((火火))～～２２月月1122日日((金金))

提提出出先先：：（（一一社社））神神奈奈川川県県畜畜産産会会（（〒〒223355--00000077 横横浜浜市市磯磯子子区区西西町町14-3））
電電話話：：004455--776611--44119911 FFAAXX::004455--775599--11116622 ﾒﾒｰーﾙﾙｱｱﾄﾄﾞ゙ﾚﾚｽｽ：：mmaaiill@@kkaannaallii..oorr..jjpp

※※１１：：１１事事業業者者２２回回ままでで対対象象
※※２２：：１１事事業業者者１１回回ままでで対対象象
※※３３：：１１事事業業者者６６回回ままでで対対象象
※※４４：：複複数数台台希希望望のの場場合合、、２２台台目目はは

要要望望状状況況をを考考慮慮ししてて可可否否をを決決定定
対対象象はは畜畜産産農農家家個個人人おおよよびび団団体体

※※※※：：予予算算上上限限にに達達ししたた場場合合、、申申請請をを締締
めめ切切りりまますす

※※※※※※：：堆堆肥肥散散布布機機械械等等((ママニニュュアアススププレレッッ
ダダーー、、ブブロローードドキキャャススタターー、、そそのの他他
堆堆肥肥のの散散布布・・流流通通促促進進にに資資すするる機機械械
等等))のの納納品品時時期期がが上上半半期期はは1100月月以以降降、、
下下半半期期はは４４月月以以降降ににななららなないいよよううごご
注注意意くくだだささいい

※※交交付付申申請請日日・・交交付付
決決定定日日前前にに実実施施しし

たたももののもも含含むむ

交交付付申申請請期期間間
上上半半期期：：令令和和８８年年８８月月３３日日～～９９月月３３日日
下下半半期期：：令令和和９９年年１１月月1122日日～～２２月月1122日日

交交付付決決定定
上上半半期期：：令令和和８８年年８８月月下下旬旬～～９９月月下下旬旬
下下半半期期：：令令和和９９年年２２月月上上旬旬～～３３月月上上旬旬

実実績績報報告告
上上半半期期：：令令和和８８年年1100月月3300日日ままでで
下下半半期期：：令令和和９９年年４４月月3300日日ままでで

補補助助金金対対象象期期間間 上上半半期期：：令令和和８８年年４４月月１１日日～～９９月月3300日日((交交付付申申請請期期間間８８月月３３日日～～９９月月３３日日))
下下半半期期：：令令和和８８年年1100月月１１日日～～翌翌年年３３月月3311日日((交交付付申申請請期期間間１１月月1122日日～～２２月月1122日日))
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新たな改良型種豚を開発しています

新たな外部導⼊豚を利⽤した改良型種豚の開発状況は、Ｒ７年度に作出した改良型種豚⽣産⽤の雄の
100㎏到達時の体型及び産⾁性の調査が終了しています。ユメカナエルの特徴でもある強健性の指標と
した管囲は、ユメカナエルと⽐較して、フジルークは1.7㎝太くなりました（図２）。Ｒ８年度以降は、
これらの雄とユメカナエルを交配して作出する改良型種豚の能⼒について調査します。R８年12⽉以降
に（⼀社）神奈川県養豚協会を通じて配布を始めます。多様な育種資源としてぜひ御活⽤ください
（表）。 （担当 企画研究課 養豚グループ 林迪、中原祐輔）

系統１︓イバボクルーク 系統２︓フジカール 系統３︓フジルーク

改良材料とした外部導⼊豚（精液）をそれぞれユメカナエルに交配

交配により作出した改良種豚⽣産⽤の雄（100㎏到達時）

表 改良型種豚に係る⽣産・配布計画

【改良型種豚の開発】
畜産技術センターではランドレース種系統豚「ユメカナエル」を活⽤した⾼品質な⾁豚⽣産体制を構

築するため、H29年度から産⼦数等の繁殖性に優れた外部導⼊豚とユメカナエルを交配し、ユメカナエ
ルの特徴を維持しながら繁殖性を向上させた改良型種豚を開発し、県内養豚場へ配布しています。
【改良型種豚の開発状況】
H30年度から改良に着⼿し、外部導⼊豚としてクリストファー、MARKB、アレキサンダーを利⽤して

開発した改良型種豚は、改良⽬標とした総産⼦数13頭を達成し、現在も配布を継続しています。
R６年度からは、新たな外部導⼊豚を再び交配し、次世代の改良型種豚の開発を進めています。

【新たな外部導⼊豚の選択】
新たな外部導⼊豚は、写真でみる体型やカタログデータの能⼒を参考に、県内⽣産者と意⾒交換し

ながら、下に⽰す３系統を選択しました（図１）。

これまでの系統新たな系統R８年度

アレキサンダーのみ
改良型種豚の
⽣産・配布を継続中

作出した雄と
ユメカナエルを交配３〜５⽉

改良型種豚の⽣産７〜９⽉

改良型種豚の配布開始12⽉以降
0 5 10 15 20 25

フジルーク

フジカール

イバボクルーク

ユメカナエル
管囲（㎝）

a
ab
ab
b

図２ 各系統の100㎏到達時の管囲
異符号間に有意差あり（p＜0.05）

図１ 改良材料の外部導⼊豚（上）と作出した改良型種豚⽣産⽤の雄（下）
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【
養
豚
部
門
】

● 

診
断
農
家

　

令
和
7
年
度
に
お
け
る
養
豚
部
門
の
経

営
診
断
指
導
対
象
は
、
畜
産
経
営
技
術
高

度
化
促
進
事
業
対
象
3
戸
と
、
そ
の
他
事

業
対
象
の
中
か
ら
総
合
的
な
分
析
に
必
要

な
数
値
が
把
握
で
き
た
1
戸
を
加
え
た
、

4
事
例
に
つ
い
て
行
っ
た
。
成
績
は
（
表

1
・
表
2
・
表
3
）
の
と
お
り
で
あ
る
。

● 

経
営
概
況

　

4
例
と
も
繁
殖
・
肥
育
一
貫
経
営
で
あ

り
、
す
べ
て
法
人
化
さ
れ
た
養
豚
専
業
経

営
で
あ
る
。

　

労
働
人
員
一
人
当
り
母
豚
飼
養
頭
数
は

全
四
例
の
平
均
で
50.1
頭
で
あ
っ
た
。

● 

繁
殖
成
績

◆ �

1
腹
当
り
の
生
存
子
豚
、
離
乳
子
豚

頭
数
と
育
成
率

　

1
分
娩
当
た
り
の
生
存
子
豚
頭
数
は
平

均
12.2
頭
（
11.8
～
12.7
頭
）
と
な
り
4
農
場
全

て
の
農
場
で
11
頭
以
上
と
良
好
な
結
果
と

な
っ
た
。
多
産
系
の
血
統
を
活
用
し
て
い

る
農
場
も
出
始
め
て
お
り
今
後
は
よ
り
一

層
の
産
子
数
の
増
加
が
期
待
さ
れ
る
。

　

1
腹
当
り
離
乳
子
豚
頭
数
の
平
均
は
10.8

頭
（
10.6
～
11.0
頭
）
と
な
り
昨
年
平
均
と
変

わ
ら
な
い
結
果
と
な
っ
た
。
今
期
は
生
存

産
子
数
が
昨
年
度
よ
り
わ
ず
か
に
増
え
た

（
0.1
頭
）
も
の
の
、
離
乳
子
豚
数
は
増
え

令
和
7
年
度
畜
産
経
営
の

分
析
結
果
と
考
察

な
か
っ
た
事
に
よ
り
平
均
育
成
率
は

88.3
%
と
わ
ず
か
に
下
が
っ
た
。

　

離
乳
子
豚
数
の
改
善
策
と
し
て
は
分
娩

施
設
面
の
見
直
し
、
分
娩
・
哺
乳
時
の
き

め
細
や
か
な
管
理
や
分
割
授
乳
の
導
入
、

特
に
近
年
で
は
夏
前
か
ら
の
気
温
上
昇
に

よ
る
暑
熱
に
よ
る
影
響
に
よ
る
親
豚
に
よ

る
哺
乳
子
豚
の
圧
死
率
上
昇
な
ど
が
み
ら

れ
る
た
め
、
分
娩
舎
の
哺
乳
中
母
豚
へ
の

暑
熱
対
策
に
よ
り
哺
乳
子
豚
の
損
耗
対
策

な
ど
の
飼
養
管
理
改
善
に
よ
る
育
成
率
の

向
上
を
目
指
し
て
欲
し
い
。

　

分
娩
回
転
数
の
平
均
は
2.29
回
転
で
、
最

低
値
2.16
～
最
高
値
2.43
と
な
り
、
分
娩
回
転

の
低
い
農
場
で
は
種
付
け
担
当
の
変
更
に

よ
る
受
胎
率
の
低
下
等
の
技
術
的
な
改
善

を
要
す
る
事
例
も
見
受
け
ら
れ
た
。
分
娩

回
転
数
に
関
し
て
は
2.3
回
転
以
上
で
安
定

出
来
る
よ
う
に
し
た
い
。

● 

肥
育
成
績

◆ �

母
豚
一
頭
当
り
出
荷
頭
数

　

1
母
豚
当
り
出
荷
頭
数
は
、
20.7
～
22.6
頭

と
な
り
、
平
均
は
22.0
頭
と
前
年
平
均
よ
り

0.9
頭
の
増
と
な
っ
た
。
繁
殖
部
門
の
生
存

産
子
数
の
増
加
、
育
成
率
の
改
善
に
伴
う

出
荷
頭
数
の
増
加
が
み
ら
れ
た
事
例
も
あ

る
が
、
離
乳
後
事
故
率
の
上
昇
に
よ
り
思

う
よ
う
に
出
荷
頭
数
が
伸
び
な
か
っ
た
事

例
も
あ
っ
た
が
4
事
例
中
3
事
例
が
1
母

豚
当
た
り
22
頭
を
超
え
る
出
荷
と
な
っ
た
。

◆ �

事
故
率

　

離
乳
か
ら
出
荷
ま
で
の
事
故
率
の
平
均

は
9.7
%
と
な
り
前
年
度
平
均
と
変
わ
ら

な
い
結
果
と
な
っ
た
。
本
年
度
は
農
場

A
と
農
場
D
の
農
場
で
事
故
率
が
高
く
、

農
場
D
に
関
し
て
は
冬
場
の
事
故
率
の

上
昇
が
見
ら
れ
た
。
農
場
A
は
豚
舎
施

設
の
故
障
に
よ
る
大
規
模
な
子
豚
の
損
耗

が
あ
っ
た
た
め
、
疾
病
で
の
事
故
率
と
し

て
は
例
年
よ
り
減
少
し
て
い
る
。
農
場
間

較
差
は
2.0
%
～
16.5
%
と
な
っ
た
。

● 

収
益

◆ �

生
産
費

　

出
荷
肉
豚
1
頭
当
り
の
生
産
費
用
及
び

そ
の
構
成
費
目
の
内
訳
に
つ
い
て
は
表
2

に
示
す
と
お
り
で
あ
る
。

　

出
荷
肉
豚
1
頭
当
り
の
4
事
例
平
均
生

産
原
価
費
用
は
三
九
、〇
一
九
円
と
な
り
前

年
度
平
均
よ
り
六
四
九
円
上
昇
し
て
い
る
。

◆ �

母
豚
一
頭
当
り
生
産
物
売
上
高

　

養
豚
一
貫
経
営
に
お
け
る
収
益
性
を
検

討
す
る
に
あ
た
り
、
母
豚
1
頭
当
り
の
生

産
物
売
上
高
を
み
る
と
表
3
に
あ
る
よ
う

に
、
平
均
一
、
〇
五
二
、
五
五
七
円

（
九
三
五
、一
六
四
円
～
一
、一
三
六
、四
五
八

円
）
で
前
年
平
均
よ
り
一
一
三
、九
一
七
円

の
増
収
で
あ
っ
た
。

　

出
荷
豚
の
枝
肉
1
㎏
当
り
販
売
額
は
平

均
六
一
五
円
と
な
り
、
前
年
度
平
均
と
比

べ
三
七
円
の
大
幅
な
増
額
と
な
っ
た
。

　

戸
々
で
見
る
と
農
場
A
は
六
一
〇
円

（
前
年
五
七
六
円
）、
農
場
B
は
六
二
五

円
（
前
年
五
七
八
円
）、
農
場
C
は

六
〇
四
円
（
前
年
五
六
五
円
）、
農
場
D

は
六
一
五
円
（
前
年
五
九
一
円
）
と
4
農

場
全
て
が
前
年
を
上
回
る
結
果
と
な
っ

た
。
各
経
営
の
決
算
期
の
関
係
に
よ
る
市

場
価
格
差
も
あ
り
一
概
に
比
較
出
来
な
い

部
分
も
あ
る
も
の
の
、
銘
柄
豚
生
産
割
合

や
上
物
率
等
の
違
い
も
、
価
格
差
を
大
き

く
す
る
要
因
の
一
部
で
あ
る
。

　

肉
豚
出
荷
価
格
の
年
間
変
動
は
大
き
く
、

出
荷
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
よ
っ
て
同
質
の
肉
豚
で

も
大
き
な
収
益
差
が
生
じ
る
。
令
和
6
年
度

の
東
京
市
場
上
物
価
格
は
平
均
六
六
七
円
で

前
年
度
市
場
平
均
よ
り
六
三
円
上
昇
し
、
5

月
以
降
8
月
ま
で
月
平
均
で
七
〇
〇
円
以
上

の
高
値
相
場
が
続
き
、
年
間
を
通
し
て
見
て

も
月
平
均
で
六
〇
〇
円
上
回
る
月
も
多
く
、

高
い
卸
売
価
格
で
推
移
し
た
。

◆ �

飼
料
価
格

 

生
産
費
で
最
大
構
成
比
率
を
占
め
る
飼

料
費
の
1
㎏
当
り
加
重
平
均
価
格
は
表
3

に
示
す
よ
う
59.5
円（
43
円
～
66
円
）と
な
っ

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
飼
料
単
価
に
つ
い
て
は
、

年
間
全
飼
料
購
入
金
額
を
全
購
入
量
で
除

し
た
も
の
で
、
自
家
配
合
（
原
材
料
価
格

の
み
で
労
賃
や
施
設
等
償
却
費
を
み
て
い

な
い
）
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
等
が
あ
る
た

め
単
純
に
比
較
は
で
き
な
い
要
素
も
あ
る

が
、
購
入
単
価
以
外
に
も
飼
料
給
与
体
系

の
検
討
が
望
ま
れ
る
。
ま
た
、
食
品
未
利

用
資
源
の
活
用
に
よ
り
、
飼
料
単
価
を
抑

え
て
い
る
事
例
も
あ
る
。

◆ �

種
豚
1
頭
当
り
利
益

　

1
母
豚
当
た
り
の
飼
料
費（
加
重
平
均
）
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は
四
六
五
、五
一
三
円
（
前
年
比
101
％
）

と
な
り
、
1
母
豚
当
た
り
の
生
産
原
価
で

は
八
四
五
、九
一
二
円
（
前
年
比
105
％
）

と
な
っ
た
。
収
益
に
関
し
て
は
、
種
雌
豚

1
頭
当
り
の
当
期
利
益
の
平
均
は

一
〇
四
、四
三
五
円
と
な
り
前
年
平
均
と

比
べ
三
三
、五
二
一
円
の
増
額
と
な
っ
た
。

こ
れ
は
、
飼
料
費
、
人
権
費
等
の
生
産
コ

ス
ト
の
上
昇
が
あ
っ
た
も
の
の
豚
肉
市
場

価
格
が
非
常
に
好
調
で
あ
っ
た
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
。

◆ �

ま
と
め

　

近
年
は
種
豚
の
改
良
に
伴
い
大
型
化
、

産
子
数
の
増
加
、
出
荷
頭
数
の
増
加
、
枝

肉
重
量
の
増
加
が
み
ら
れ
1
母
豚
当
た
り

の
売
上
高
の
増
加
に
繋
が
っ
た
。
そ
の
一

方
で
1
母
豚
当
た
り
の
生
産
原
価
も
増
加

し
、
生
産
原
価
の
半
分
以
上
を
占
め
る
飼

料
費
の
他
、
人
件
費
、
衛
生
費
の
主
要
3

費
目
を
合
わ
せ
る
と
生
産
原
価
の
80
％
以

上
を
占
め
る
。

　

令
和
6
年
度
は
飼
料
費
及
び
人
件
費
の

上
昇
が
み
ら
れ
た
中
で
の
決
算
と
な
っ
た

が
豚
肉
の
市
場
取
引
相
場
が
非
常
に
高
く

推
移
し
た
こ
と
で
多
く
の
農
場
は
利
益
を

確
保
出
来
て
い
る
。
し
か
し
、
原
材
料
資

材
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
価
格
、
人
件
費
の
上

昇
は
続
い
て
お
り
、
修
繕
費
や
光
熱
費
の

上
昇
も
経
営
コ
ス
ト
を
押
し
上
げ
て
い
る

た
め
、
生
産
性
向
上
と
生
産
コ
ス
ト
削
減

の
検
討
は
引
き
続
き
行
う
必
要
が
あ
る
。

表１：令和６年度　養豚経営技術分析数値（経営規模・繁殖・生産技術）

区分 項        目 A B C D 平均値 最大値 最小値

経  営  形  態 一貫経営 一貫経営 一貫経営 一貫経営

労働力1人当り飼養母豚数 49.3 35.7 67.6 47.9 50.1 67.6 35.7

1　腹　当　総　産　子　数 14.0 13.5 13.6 13.1 13.6 14.0 13.1

１１腹腹当当生生存存子子豚豚頭頭数数      （（頭頭）） 1122..77 1122..22 1122..33 1111..88 1122..22 12.7 11.8

１１腹腹当当離離乳乳子子豚豚頭頭数数      （（頭頭）） 1111..00 1100..66 1100..88 1100..88 1100..88 11.0 10.6

母豚１頭当生存子豚数 （頭） 30.8 27.3 26.5 27.7 28.1 30.8 26.5

母母豚豚１１頭頭当当離離乳乳子子豚豚数数  （（頭頭）） 2255..66 2233..55 2233..33 2255..33 2244..44 25.6 23.3

１腹当哺乳子豚事故　  （頭） 1.7 1.8 0.9 1.1 1.4 1.8 0.9

育      成      率        （％） 86.6 86.9 88.1 91.7 88.3 91.7 86.6

分    娩    回    転     （回） 2.43 2.23 2.16 2.36 22..2299 2.43 2.16

１１母母豚豚当当年年間間出出荷荷頭頭数数  （（頭頭）） 2222..44 2222..66 2222..11 2200..77 2222..00 22.6 20.7

肉豚出荷１頭生体量   （kg) 119.6 120.0 115.1 106.3 115.2 120.0 106.3

１１  頭頭  当当  りり  枝枝  肉肉  量量        （（kkgg)) 7799..11 8800..66 7766..00 7711..44 7766..77 80.6 71.4

母豚１頭当出荷枝肉量（kg) 1,730.1 1,791.8 1,681.1 1,474.0 1,669.3 1,791.8 1,474.0

農場（経営）飼料要求率 3.41 3.08 2.96 3.85 3.32 3.85 2.96

枝肉経営飼料要求率  5.31 4.68 4.58 5.75 5.08 5.75 4.58

事故率（離乳ー出荷）  （％） 16.5 6.4 2.0 14.0 99..77 16.5 2.0

経経

営営

規規

模模

繁繁
  
  

殖殖
  
  

技技
  
  

術術

肥肥
  
  

育育
  
  

技技
  
  

術術

表 1：令和 6 年度　養豚経営技術分析数値（経営規模・繁殖・生産技術）

表２：令和６年度　出荷肉豚１頭当り損益分析表
農場

  項   目 平均 最大値 最小値

期　首　棚　卸　高 3,904 4,426 5,251 12,180 6,440 12,180 3,904

（（購購　　入入　　飼飼　　料料　　費費）） 1133,,007777 2233,,662288 2222,,334499 2277,,000099 2211,,551166 27,009 13,077

（衛　　　生　　　費） 3,348 2,674 3,432 2,008 2,866 3,432 2,008

（（減減　　価価　　償償　　却却　　費費）） 22,,773322 885577 22,,995555 558811 11,,778811 2,955 581

（（人人　　　　　　件件　　　　　　費費）） 99,,777766 66,,666666 66,,668888 99,,008888 88,,005555 9,776 6,666

生　　産　　費　　用 36,050 38,193 40,740 43,677 39,665 43,677 36,050

期　末　棚　卸　高 △ 4,078 △ 4,044 △ 5,862 △ 13,188 △ 6,793 △ 4,044 △ 13,188

当　期　生　産　原　価 35,310 37,967 40,129 42,670 39,019 42,670 35,310

費　　用　　合　　計 48,330 45,751 48,727 48,803 4477,,990022 48,803 45,751

生　産　物　売　上　高 51,303 51,206 45,874 45,343 48,432 51,303 45,343

（（肉肉　　豚豚　　売売　　上上　　高高）） 4488,,227733 5500,,334411 4455,,887744 4444,,227744 4477,,119911 50,341 44,274

事　業　外　収　益 6,534 3,084 1,860 3,510 3,747 6,534 1,860

総　　　収　　　益 51,303 54,291 47,734 48,853 5500,,554455 54,291 47,734

当　期　利　益　金 2,973 8,540 △ 993 51 22,,664433 8,540 △ 993

                                                                  

A B C D

表 2：令和 6 年度　出荷肉豚 1 頭当り損益分析表

表３：令和６年度　農　場　別　経　済　性　分　析　表
　　　　　　　　　農　場

　項　目 単位 平均 最大値 最小値

売上高飼料費率 （％） 25.5 46.1 48.7 59.6 45.0 59.6 25.5

売上高人件費率 （％） 19.1 13.0 14.6 20.0 16.7 20.0 13.0

売上高純利益率 （％） 25.9 16.7 △ 2.2 0.1 10.1 25.9 △ 2.2

飼飼料料１１ｋｋｇｇ平平均均価価格格 （（円円）） 4433 6655 6655 6666 5599..55 66 43

生体ｋｇ当り販売額 （円） 400 419 399 416 408 419 399

生体ｋｇ当生産原価 （円） 292 318 349 410 342 410 292

枝枝肉肉ｋｋｇｇ当当りり販販売売額額 （（円円）） 661100 662255 660044 662211 661155 625 604

枝肉ｋｇ当生産原価 （円） 446 471 528 598 511 598 446

出出荷荷豚豚１１頭頭販販売売額額 （（円円）） 4488,,227733 5500,,334411 4455,,887744 4444,,227744 4477,,119911 50,341 44,274

出荷豚１頭生産原価 （円） 35,310 37,967 40,129 42,670 39,019 42,670 35,310

１母豚当り売上高 （円） 1,124,855 1,136,458 1,013,751 935,165 1,052,557 1,136,458 935,165

１母豚当り純利益 （円） 65,190 189,531 △ 21,938 1,045 5588,,445577 189,531 △ 21,938

A B C D

表 3：令和 6 年度　農場別経済性分析表
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【
肉
用
牛
部
門
】

1
．
肉
用
牛
の
情
勢

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機

に
よ
る
食
料
供
給
網
の
混
乱
、
円
安
等
に

よ
る
飼
料
や
燃
油
、
化
学
肥
料
な
ど
の
生

産
資
材
価
格
の
高
騰
が
経
営
に
大
き
く
影

響
を
及
ぼ
し
た
。

　

和
牛
枝
肉
の
価
格
（
東
京
食
肉
市
場
加

重
平
均
価
格
）
に
つ
い
て
は
、
米
価
に
代

表
さ
れ
る
物
価
の
上
昇
を
背
景
と
し
た
消

費
者
の
生
活
防
衛
意
識
が
根
強
く
、
小
売

段
階
で
の
引
き
合
い
が
弱
含
む
中
、
前
年

を
下
回
る
水
準
で
推
移
し
た
。
外
食
・
業

務
用
向
け
需
要
に
は
回
復
の
動
き
が
見
ら

れ
た
も
の
の
、
全
体
と
し
て
価
格
の
本
格

的
な
回
復
に
は
至
ら
ず
、
低
調
な
推
移
が

続
い
た
。

　

肉
用
子
牛
価
格
は
、
令
和
6
年
に
入
っ

て
下
落
し
は
じ
め
、
特
に
黒
毛
和
種
の
価

格
は
11
年
ぶ
り
に
五
〇
万
円
を
切
り
、
1

頭
当
た
り
四
九
万
八
、九
〇
〇
円
と
な
っ

た
。
こ
の
価
格
は
肉
用
牛
子
牛
生
産
者
補

給
金
制
度
の
保
証
基
準
価
格

五
六
万
四
、〇
〇
〇
円
を
下
回
り
、
そ
の

差
額
が
生
産
者
補
給
金
と
し
て
交
付
さ
れ

た
。（
参
考
：
令
和
7
年
度
に
は
保
証
基

準
価
格
は
五
七
万
七
、四
〇
〇
円
に
引
き

上
げ
ら
れ
た
。）
そ
の
後
、
肉
用
子
牛
価

格
は
回
復
し
、
補
給
金
制
度
の
7
年
度
第

2
四
半
期
の
平
均
売
買
価
格
は
1
頭
当
た

り
六
五
万
円
と
な
り
保
証
基
準
価
格
を
大

幅
に
上
回
る
水
準
と
な
っ
た
。
低
迷
し
て

い
る
枝
肉
相
場
と
は
逆
の
動
き
で
、
子
牛

の
供
給
不
足
へ
の
懸
念
は
強
く
、
直
近
の

全
国
平
均
で
は
和
牛
去
勢
の
子
牛
価
格
は

八
八
九
千
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

配
合
飼
料
価
格
は
、
令
和
2
年
10
月
か

ら
シ
カ
ゴ
相
場
の
上
昇
に
伴
っ
て
上
昇
し

は
じ
め
令
和
4
年
7
月
に
は
一
〇
万
円
／

t
を
超
え
、
そ
の
後
も
高
止
ま
り
が
続

い
て
い
る
。
令
和
7
年
度
は
、
前
半
に
値

下
げ
が
進
み
、
後
半
に
上
昇
圧
力
が
強
ま

り
、
令
和
8
年
度
に
向
け
て
大
幅
な
値
上

げ
が
決
定
し
て
い
る
。

2
．
本
県
肉
用
牛
の
動
向

　

飼
養
戸
数
は
、
全
国
的
に
減
少
で
推
移

し
て
お
り
、
本
県
の
場
合
も
平
成
4
年
の

三
七
〇
戸
を
ピ
ー
ク
に
小
規
模
経
営
を
中

心
に
減
少
し
て
き
た
。
令
和
7
年
2
月
1

日
現
在
の
肉
用
牛
飼
養
状
況
は
、
農
林
統

計
（
農
水
省
）
に
よ
る
と
、
飼
養
戸
数
は

四
六
戸
で
あ
っ
た
。
飼
養
頭
数
は
平
成
6

年
の
七
、五
九
〇
頭
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾

向
で
推
移
し
、
令
和
7
年
は
四
、七
一
〇

頭
で
あ
っ
た
。
1
戸
当
た
り
の
飼
養
頭
数

は
、
平
成
5
年
ま
で
二
〇
頭
前
後
で
推
移

し
て
い
た
が
、
以
降
徐
々
に
増
加
し
、
令

和
7
年
は
一
〇
二
・
四
頭
で
あ
っ
た
。

3
．
診
断
農
家
成
績
の
分
析
概
要

　

令
和
7
年
度
畜
産
経
営
技
術
高
度
化
促

進
事
業
実
施
に
あ
た
り
肉
用
牛
部
門
は
、

経
営
診
断
に
基
づ
く
改
善
指
導
三
戸
、
生

産
技
術
指
導
三
戸
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
指

導
二
戸
の
計
八
戸
に
対
し
て
支
援
指
導
を

実
施
し
た
。

　

こ
の
う
ち
総
合
的
に
経
営
数
値
が
把
握

で
き
た
2
事
例
に
加
え
て
、
後
継
者
等
育

成
支
援
等
に
お
い
て
技
術
成
績
が
把
握
で

き
た
事
例
を
加
え
た
合
計
9
事
例
に
つ
い

て
分
析
し
た
。

（
1
）
診
断
農
家
の
飼
養
規
模

ア
．
経
営
形
態

　

2
号
と
3
号
、
4
号
に
つ
い
て
肥
育
部

門
に
繁
殖
和
牛
の
一
貫
生
産
を
取
り
入
れ

て
い
る
。
素
牛
価
格
の
高
騰
が
続
く
中
、

繁
殖
部
門
に
取
り
組
み
、
受
精
卵
移
植
、

ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
評
価
を
活
用
し
自
家
産
牛
の

割
合
を
順
調
に
増
加
さ
せ
て
い
る
。

　

肥
育
部
門
に
お
い
て
は
、
黒
毛
和
種
の

肥
育
専
門
経
営
が
2
号
、
7
号
、
8
号
の

3
事
例
で
あ
っ
た
。

　

黒
毛
和
種
と
交
雑
種
を
飼
養
し
て
い
る

経
営
は
残
り
の
1
号
、
3
号
、
4
号
、
5

号
、
6
号
、
9
号
の
6
事
例
で
あ
っ
た
。

こ
の
う
ち
6
号
は
、
県
内
の
黒
毛
和
種
受

精
卵
子
牛
を
導
入
す
る
こ
と
で
も
と
畜
費

の
低
減
を
図
っ
て
い
る
。

イ
．
飼
養
規
模

　

飼
養
規
模
に
つ
い
て
は
、
肥
育
牛
五
〇

頭
以
上
一
〇
〇
頭
未
満
が
3
事
例
、
五
〇

頭
未
満
が
2
事
例
、
一
〇
〇
頭
以
上
が
4

事
例
で
あ
っ
た
。

（
2
）
肥
育
牛
の
成
績
（
表
1
）

　

導
入
・
出
荷
成
績
の
判
明
し
て
い
る
9

事
例
に
つ
い
て
収
益
性
に
関
わ
る
項
目

（
上
物
率
、
枝
肉
重
量
、
枝
肉
単
価
、
出

荷
日
齢
、
素
牛
価
格
、
飼
料
費
、
販
売
価

格
）
を
比
較
す
る
。

　

枝
肉
重
量
は
、
525
㎏
か
ら
571
㎏
で
平
均

555.4
㎏
で
あ
っ
た
。
前
年
度
548.1
㎏
で
増
加
し

て
い
る
。

　

枝
肉
単
価
は
、
二
、一
九
七
円
／
㎏
か

ら
二
、五
〇
五
円
／
㎏
、
平
均
二
、三
六
九

円
／
㎏
で
前
年
度
平
均
二
、四
三
四
円
／

㎏
と
比
較
し
て
低
下
が
み
ら
れ
た
。

　

出
荷
日
齢
は
828
日
か
ら
942
日
で
、
平
均

は
903
日
で
前
年
度
の
890
日
と
比
較
し
て
や

や
増
加
傾
向
で
あ
っ
た
。

　

素
牛
価
格
は
四
七
七
千
円
（
自
家
産
評

価
額
）
か
ら
最
高
は
子
牛
市
場
導
入
の

八
〇
〇
千
円
で
、
大
き
く
差
が
あ
り
、
平

均
六
〇
六
千
円
、
前
年
度
六
三
二
千
円
を

下
回
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
市
場
の
肥
育
素

牛
価
格
が
下
が
っ
た
と
い
う
よ
り
も
、
全

体
的
に
自
家
産
牛
及
び
和
牛
受
精
卵
子
牛

導
入
の
割
合
が
増
加
し
た
こ
と
が
要
因
と

考
え
ら
れ
る
。

　

飼
料
費
は
三
五
九
千
円
か
ら
五
九
八
千

円
で
、
平
均
は
五
〇
八
千
円
と
前
年
度

四
七
三
千
円
を
上
回
っ
た
。

　

販
売
価
格
は
一
、二
一
二
千
円
か
ら
一
、

四
二
五
千
円
で
、
格
差
が
み
ら
れ
平
均
は

一
、三
二
一
千
円
で
前
年
度
一
、三
四
四
千

円
と
比
較
し
て
ほ
ぼ
横
ば
い
で
あ
っ
た
。

【
販
売
価
格
か
ら
素
牛
価
格
を
差
引
い
た
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1
頭
当
り
増
加
額
】

　

五
一
七
千
円
か
ら
八
四
五
千
円
で
大
き

な
格
差
が
見
ら
れ
た
。
平
均
七
一
五
千
円

で
前
年
の
七
一
一
千
円
で
ほ
ぼ
横
ば
い
で

あ
っ
た
。

　

肥
育
牛
1
当
り
増
加
額
か
ら
飼
料
費
を

差
引
い
た
肥
育
差
益
に
つ
い
て
は
、

五
一
千
円
か
ら
三
七
七
千
円
と
幅
が
あ

り
、
平
均
二
〇
六
千
円
で
前
年
平
均

二
三
八
千
円
を
大
き
く
下
回
っ
た
。

　

素
牛
導
入
県
で
あ
る
神
奈
川
県
に
お
い

て
、
長
引
く
素
牛
価
格
高
騰
は
経
営
を
逼

迫
さ
せ
て
い
る
。
令
和
7
年
度
結
果
（
令

和
6
年
度
デ
ー
タ
）
は
、
飼
料
費
が
大
き

く
上
昇
し
、
素
牛
価
格
、
販
売
価
格
は
横

ば
い
で
あ
っ
た
た
め
、
増
加
額
は
横
ば
い
、

肥
育
差
益
が
前
年
度
を
下
回
っ
た
。
も
と

畜
費
低
減
を
図
っ
て
い
る
が
飼
料
価
格
の

上
昇
や
販
売
価
格
の
頭
打
ち
と
い
っ
た
相

場
の
影
響
が
大
き
い
。

【
増
加
額
と
肥
育
差
益
：
図
1
～
図
4
】

　

各
項
目
に
つ
い
て
経
営
毎
に
プ
ロ
ッ
ト

し
、
特
徴
の
み
ら
れ
た
経
営
に
つ
い
て
解

説
す
る
。

①�

増
加
額
が
八
四
万
円
／
頭
と
高
い
2
号

と
4
号
に
つ
い
て
み
る
と
、
素
牛
価
格

は
ほ
ぼ
同
額
の
五
五
万
円
／
頭
（
図

1
）
だ
が
、
飼
料
費
は
2
号
は
平
均
を

下
回
り
4
号
は
高
め
（
図
2
）
と
な
っ

て
い
る
。
販
売
価
格
に
つ
い
て
も

一
四
〇
万
円
／
頭
と
同
額
（
図
3
）
で

あ
る
こ
と
か
ら
飼
料
費
の
差
が
肥
育
差

益
の
格
差
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

②�

増
加
額
が
少
な
い
7
号
と
9
号
に
つ
い

て
み
る
と
、
素
牛
価
格
が
高
く
（
図

1
）
平
均
の
六
〇
万
円
／
頭
を
上
回
っ

て
い
る
。
飼
料
費
は
7
号
が
平
均
の

五
〇
万
円
／
頭
を
上
回
っ
て
い
る
が
、

9
号
は
三
五
万
円
／
頭
と
9
事
例
の
中

で
も
最
も
安
い
（
図
2
）。
販
売
価
格

に
つ
い
て
は
7
号
が
9
号
よ
り
高
く
販

売
（
図
3
）
し
て
い
る
。
飼
料
コ
ス
ト

の
差
と
販
売
価
格
の
差
に
よ
っ
て
肥
育

差
益
に
差
が
現
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。

③�
販
売
価
格
が
一
四
二
万
円
／
頭
と
高
い

1
号
だ
が
（
図
3
）
素
牛
価
格
、
飼
料

費
と
も
平
均
よ
り
高
い
（
図
1
、
図

2
）
た
め
増
加
額
が
六
三
万
円
／
頭
、

肥
育
差
益
も
一
五
万
円
／
頭
と
平
均
以

下
に
留
ま
っ
て
い
る
。

4
．
支
援
指
導
の
方
向
と
対
策

　

生
産
費
の
3
割
以
上
を
占
め
る
素
畜
費

の
低
減
対
策
に
取
り
組
む
事
例
が
コ
ン
サ

ル
事
例
の
中
で
も
み
ら
れ
、
肥
育
経
営
に

お
い
て
繁
殖
部
門
を
導
入
し
て
い
る
。

　

繁
殖
一
貫
に
取
り
組
む
経
営
で
は
自
家

産
牛
は
出
荷
ま
で
八
〇
～
九
〇
万
円
程
度

で
仕
上
が
っ
て
い
る
。
一
方
、
黒
毛
肥
育

専
門
の
経
営
で
は
現
在
で
も
九
〇
万
円
前

後
の
素
牛
を
導
入
し
て
い
る
た
め
出
荷
時

の
生
産
原
価
は
一
二
〇
万
～
一
三
〇
万
円

と
な
る
。
最
近
の
国
際
情
勢
な
ど
先
の
見

え
な
い
状
況
で
今
後
も
消
費
低
迷
は
続
く

こ
と
が
予
測
さ
れ
枝
肉
相
場
は
期
待
で
き

な
い
こ
と
か
ら
、
県
外
か
ら
の
導
入
だ
け

で
は
経
営
維
持
が
困
難
な
状
況
が
続
い
て

い
る
。

　

令
和
7
年
末
か
ら
素
牛
価
格
が
上
が
り

は
じ
め
て
い
る
。
高
付
加
価
値
販
売
（
ブ

ラ
ン
ド
化
）
を
維
持
す
る
た
め
に
優
良
肥

育
素
牛
を
導
入
し
て
き
た
本
県
に
お
い
て

は
依
然
と
し
て
子
牛
市
場
で
高
い
素
牛
を

導
入
し
て
お
り
、
素
畜
費
低
減
の
た
め
に

は
一
貫
経
営
か
受
精
卵
移
植
を
活
用
し
た

ス
モ
ー
ル
の
導
入
（
県
内
で
の
地
域
一
貫
）

に
も
取
り
組
む
こ
と
が
今
後
の
生
き
残
り

対
策
と
い
え
る
。

　

繁
殖
部
門
を
持
て
な
い
経
営
に
お
い
て
、

全
頭
和
牛
導
入
は
今
後
の
経
営
の
持
続
が

厳
し
い
。
和
牛
の
消
費
が
落
ち
込
む
一
方

で
交
雑
種
の
枝
肉
相
場
は
好
調
で
あ
る
こ

と
か
ら
和
牛
肥
育
と
交
雑
種
肥
育
の
混
合

も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
繁
殖
部
門
の
あ
る
経
営
で
は
、

経
産
牛
肥
育
も
こ
こ
で
見
直
さ
れ
て
き
て

い
る
こ
と
か
ら
検
討
の
余
地
は
大
い
に
あ

る
。

　

引
き
続
き
、
素
牛
供
給
基
盤
の
強
化
に

受
精
卵
移
植
を
活
用
し
た
肥
育
経
営
と
酪

農
経
営
の
連
携
は
不
可
欠
で
、
同
時
に

キ
ャ
ト
ル
セ
ン
タ
ー
（
C
S
）
に
よ
る
飼

養
管
理
の
受
託
な
ど
地
域
支
援
体
制
を
強

化
す
る
こ
と
も
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

表－１　肉用牛肥育経営　黒毛和種去勢 収益性（増加額と肥育差益）

NO 項　　目 1号 2号 3号 4号 5号 6号 7号 8号 9号 平均 全国H5

1 肥育牛販売価格 円 1,425,285 1,402,844 1,249,204 1,402,878 1,212,036 1,252,285 1,373,319 1,307,147 1,264,644 1,321,617 1,391,742

2 枝肉単価 円 2,505 2,505 2,356 2,447 2,212 2,374 2,463 2,431 2,197 2,369 2,665

3 枝肉重量 ㎏ 568.0 559.0 527.3 570.9 545.5 525.3 558.0 533.4 571.7 555.4 522.2

4 肥育回転率【365÷肥育日数】 回 0.60 0.53 0.44 0.49 0.52 0.45 0.56 0.61 0.56 0.53 0.59

5 肥育日数 日 606.0 689.0 828.4 748.4 705.1 803.3 652.0 601.1 654.3 694.4 619

6 販売時日齢 日 912.0 942.4 828.7 894.4 896.8 925.0 925.0 857.4 936.3 903.2 923

7 販売時月齢 月 30.0 31.0 27.3 29.4 29.5 30.4 30.4 28.2 30.8 29.7 30.4

8 もと畜費 円 789,721 557,025 477,000 559,313 521,721 500,000 800,000 613,548 747,526 606,223 820,677

9
増加額（1頭当たり）

【販売価格-もと畜費】
円 635,564 845,819 772,204 843,565 690,315 752,285 573,319 693,599 517,118 715,394 571,065

10
増加額（1頭１日当たり）

【(販売価格-もと畜費)÷肥育日数】
円 1,049 1,228 932 1,127 979 936 879 1,154 790 1,030 923

11 飼料費 円 484,800 468,520 524,626 598,720 470,020 602,475 521,600 561,007 359,865 508,525 445,680

12
肥育差益（１頭当たり）

【増加額－飼料費】
円 150,764 377,299 247,578 244,845 220,295 149,810 51,719 132,592 157,253 206,869 125,385

13
肥育差益（１頭１日当たり）

【（増加額－飼料費）÷肥育日数】
円 249 548 299 327 312 186 79 221 240 298 203

表 -1　肉用牛肥育経営　黒毛和種去勢 収益性（増加額と肥育差益）
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【
酪
農
部
門
】

　

令
和
7
年
度
畜
産
経
営
技
術
高
度
化
促

進
事
業
に
お
い
て
、
酪
農
部
門
で
は
経
営

診
断
に
基
づ
く
改
善
指
導
4
戸
、
生
産
技

術
指
導
3
戸
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
指
導
4

戸
の
計
11
戸
に
つ
い
て
経
営
指
導
を
実
施

し
た
。

　

今
回
は
経
営
数
値
が
明
ら
か
で
比
較
可

能
な
4
戸
の
農
家
に
つ
い
て
、
令
和
6
年

度
実
績
を
述
べ
る
。
診
断
農
家
の
経
営
成

績
は
表
1
・
表
2
の
と
お
り
で
あ
る
。

●
診
断
農
家
の
概
況

　

今
回
調
査
し
た
4
戸
の
平
均
飼
養
頭
数

は
30
頭
で
、
前
年
度
平
均
の
34.5
頭
か
ら
4.5

頭
減
少
し
て
い
る
。

　

2
号
農
家
以
外
の
経
営
で
は
自
給
飼
料

生
産
を
行
っ
て
お
り
、
飼
料
耕
地
面
積
は

平
均
二
九
一
・
三
a
で
作
付
延
べ
面
積
は

平
均
六
六
二
・
五
a
、
圃
場
利
用
率
は
平

均
2.6
回
だ
っ
た
。
飼
料
価
格
の
高
騰
か

ら
、
自
給
飼
料
の
増
産
が
推
奨
さ
れ
る
中
、

本
県
で
は
都
市
化
や
狭
い
農
地
、
高
齢
化

に
よ
る
労
働
力
不
足
等
に
よ
り
作
付
面
積

は
減
少
傾
向
で
あ
り
、
2
号
農
家
の
よ
う

に
自
給
飼
料
を
生
産
せ
ず
購
入
飼
料
の
み

で
経
営
し
て
い
る
農
場
も
少
な
く
な
い
。

そ
ん
な
中
、
自
給
飼
料
生
産
に
取
組
ん
で

い
る
事
例
農
家
に
は
、
稲
わ
ら
の
収
穫
や

水
田
の
裏
作
で
イ
タ
リ
ア
ン
ラ
イ
グ
ラ
ス

な
ど
を
生
産
し
、
収
量
を
増
や
す
工
夫
を

し
て
い
る
経
営
も
あ
っ
た
。

　

経
産
牛
1
頭
当
り
の
平
均
産
乳
量
は
、

八
、〇
三
四
・
九
㎏
で
前
年
平
均
の
七
、

三
七
七
・
三
㎏
か
ら
約
六
五
七
㎏
増
加
し

た
。
経
営
個
々
で
は
四
、五
二
九
～

一
〇
、四
一
〇
㎏
の
範
囲
と
な
り
、
最
小

と
最
大
の
間
で
五
、八
八
一
㎏
も
の
差
が

見
ら
れ
た
。
乳
質
は
乳
脂
肪
率
が
4.09
％
、

無
脂
乳
固
形
分
率
は
8.84
％
で
乳
脂
肪
率
は

3
号
農
家
以
外
の
農
家
で
4
％
を
超
え
て

い
た
。

　

繁
殖
に
つ
い
て
は
、
平
均
種
付
け
回
数

が
1.9
回
、
平
均
分
娩
間
隔
が
15.2
ヶ
月
と
芳

し
く
な
い
結
果
で
あ
っ
た
。
適
切
な
分
娩

間
隔
は
生
涯
の
平
均
乳
量
を
高
く
維
持
で

き
る
。
飼
養
頭
数
の
拡
大
が
難
し
い
本
県

の
酪
農
で
は
、
搾
乳
頭
数
を
最
大
化
し
平

均
乳
量
を
上
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
そ
の
た
め
長
期
不
受
胎
牛
の
治
療
や

更
新
、
発
情
の
早
期
発
見
等
、
繁
殖
管
理

に
は
よ
り
一
層
の
努
力
が
求
め
ら
れ
る
。

　

経
産
牛
1
頭
当
た
り
の
所
得
は

二
六
、〇
二
六
円
で
、
昨
年
平
均
の

一
四
〇
、六
二
七
円
か
ら
一
一
四
、六
〇
一

円
の
減
と
な
っ
た
。

　

乳
価
に
関
し
て
は
令
和
4
年
11
月
以
降

に
段
階
的
な
引
上
げ
が
あ
っ
た
た
め
、
牛

乳
販
売
収
入
は
増
加
し
て
い
る
（
前
年
度

一
、〇
四
五
千
円
か
ら
一
、一
八
一
千
円
）。

し
か
し
、
令
和
6
年
度
は
一
昨
年
か
ら
続

い
て
い
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
を
始
め
、
円

安
等
に
よ
る
配
合
飼
料
価
格
や
輸
入
乾
牧

草
価
格
の
高
騰
に
よ
っ
て
生
産
費
用
が
増

加
し
て
お
り
、
乳
飼
比
に
つ
い
て
は
3
戸

1号

2号
3号

4号

5号 6号

7号 8号9号
平均

全国

300,000

400,000

500,000

600,000

700,000

800,000

900,000

500,000 550,000 600,000 650,000 700,000 750,000 800,000 850,000 900,000

素素
牛牛

価価
格格

(円円
））

増増加加額額（（円円））

図1 素牛価格と増加額

1号

2号
3号

4号

5号 6号

7号 8号

9号

平均

全国

900,000

1,000,000

1,100,000

1,200,000

1,300,000

1,400,000

1,500,000

500,000 550,000 600,000 650,000 700,000 750,000 800,000 850,000 900,000

販販
売売

価価
格格

（（
円円

））

増増加加額額（（円円））

図3 販売価格と増加額

1号
2号

3号

4号

5号

6号

7号

8号

9号

平均

全国

290,000

340,000

390,000

440,000

490,000

540,000

590,000

640,000

500,000 600,000 700,000 800,000 900,000

飼飼
料料

費費
（（
円円

））

増増加加額額（（円円））

図2 飼料費と増加額

1号

2号
3号

4号

5号

6号

7号
8号

9号 平均

全国

700,000

800,000

900,000

1,000,000

1,100,000

1,200,000

1,300,000

1,400,000

0 50,000 100,000 150,000 200,000 250,000 300,000 350,000 400,000

素素
畜畜

費費
＋＋

飼飼
料料

費費
（（
円円

））

肥肥育育差差益益（（円円））

図4 肥育差益
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の
農
家
で
60
％
を
超
え
て
お
り
、
平
均
で

約
64
％
と
購
入
飼
料
費
が
生
産
費
に
占
め

る
割
合
が
高
く
、
経
営
を
圧
迫
し
て
い
る

状
況
が
続
い
て
い
る
。

　

本
県
の
酪
農
経
営
の
情
勢
は
、
戸
数
、

乳
牛
頭
数
と
も
に
減
少
を
続
け
て
い
る

（
令
和
8
年
6
月
現
在
の
酪
農
家
戸
数
は

80
件
）。
こ
れ
に
は
、
都
市
化
、
後
継
者

不
足
、
生
産
資
材
の
高
騰
に
よ
る
経
費
の

増
大
、
牛
房
稼
働
率
の
減
少
等
が
酪
農
経

営
の
悪
化
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
今

後
も
酪
農
経
営
を
持
続
さ
せ
る
た
め
に
、

第
三
者
継
承
等
に
よ
る
新
た
な
担
い
手
の

確
保
、
人
員
不
足
を
補
う
た
め
A
I
や

I
o
T
等
の
先
端
技
術
の
活
用
は
重
要

で
あ
る
。

　

ま
た
、
副
収
入
を
増
加
さ
せ
る
取
組
み

と
し
て
、
地
域
の
肉
用
牛
農
家
と
連
携
し
、

安
定
し
た
肉
用
子
牛
の
販
売
収
入
を
確
保

す
る
仕
組
み
作
り
も
必
要
で
あ
る
。

　

他
に
も
出
前
授
業
等
を
実
施
し
、
地
域

住
民
の
理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と
も
都
市

で
酪
農
を
続
け
る
上
で
大
切
な
活
動
だ
と

考
え
る
。

表表11．．酪酪農農診診断断農農家家のの経経営営概概況況

最最    小小 最最    大大 平平    均均 前前年年平平均均

経産牛平均飼養頭数 頭 23.0 37.5 30.0 34.5

育成牛平均飼養頭数 頭 12.0 24.5 18.4 17.5

飼養牛中経産牛比率 ％ 52.7 70.8 62.1 65.3

労働力員数 人 1.5 2.5 1.8 2.2

雇用労働力依存率 ％ 1.2 51.1 17.5 26.2

経産牛１頭当り労働時間 ｈ 104.7 157.9 134.6 133.1

労働１人当り経産牛飼養頭数 頭 13.9 21.0 16.7 16.8

飼料耕地面積 ａ 0.0 500.0 291.3 366.3

飼料作物作付延面積 ａ 0.0 1,500.0 662.5 682.5

圃場利用率 回 1.0 3.9 2.6 1.8

経産牛１頭当り飼料作物作付延面積 ａ 0.0 40.0 22.3 21.1

年間総生産乳量 ｔ 108.7 390.4 251.7 253.3

経産牛年間１頭当り産乳量 Kg 4,529 10,410 8,034.9 7,377.3

経産牛１日１頭当り産乳量 Kg 12.4 28.5 22.0 20.2

平均乳脂率 ％ 3.9 4.3 4.09 4.12

平均無脂乳固形分率 ％ 8.68 9.03 8.84 8.87

平均乳価 円 144.5 149.1 146.5 141.2

期末平均産次 産 2.1 2.7 2.4 2.3

平均種付回数 回 1.5 2.0 1.9 2.1

平均分娩間隔 月 14.4 15.8 15.2 16.6

子牛･育成牛平均販売価格 円 64,702.0 340,838.0 204,416.5 162,997.8

成牛１日１頭当り購入飼料費(育成牛含む) 円 1,012.8 2,645.7 2,097.3 1,813.8

牛乳100Kg当り購入飼料費 円 8,162.6 10,784.5 9,365.2 9,096.7

乳飼比(育成含む) ％ 56.5 73.4 63.9 64.5

労働１人当り産乳量 ｔ 75.0 218.6 136.3 127.1

家族労働力１人当り所得 千円 △ 4,840 2,477.2 △ 336.1 3,787.6

経産牛１頭当り生産原価 円 665,865.5 1,428,283.3 1,114,829.4 1093931.6

　　　　　　　〃　　　　　　　(家族労働費除く) 円 515,865.5 1,380,283.3 1,010,491.6 981,644.8

経産牛１頭当り所得 円 △ 112,643 159,109.0 26,025.8 140,627.0

牛乳100kg当り生産原価 円 13,250.2 14,703.2 13,971.1 15,700.2

　　　　　　　〃　　　　　　　(家族労働費除く) 円 11,225.6 13,625.9 12,375.4 13,949.4

牛乳100kg当り所得 円 △ 1,082 1,929.5 536.4 1,560.7

所得率 ％ △ 6.4 11.8 3.4 9.8

項　　　　　　　　　　　目

表 1　酪農診断農家の経営概況
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表 2　酪農診断農家の収益性（経産牛 1 頭当たり、単位：円）
表表２２．．酪酪農農診診断断農農家家のの収収益益性性((経経産産牛牛１１頭頭当当りり、、単単位位：：円円))

１１号号 ２２号号 ３３号号 ４４号号 最最    小小 最最    大大 平平    均均 前前年年平平均均

1,552,430 1,316,515 1,201,155 654,373 654,373 1,552,430 1,181,118 1,045,358

163,603 128,322 56,572 24,263 24,263 163,603 93,190 89,201

50,220 3,575 91,790 50,961 3,575 91,790 49,137 51,914

1,766,253 1,448,412 1,349,517 729,597 729,597 1,766,253 1,323,445 1,186,473

101,956 196,231 59,435 111,770 59,435 196,231 117,348 195,500

48,279 0 0 5,006 0 48,279 13,321 19,856

0 25,103 50,827 0 0 50,827 18,983 7,193

962,402 965,686 764,360 369,661 369,661 965,686 765,527 662,034

20,000 0 25,911 4,062 0 25,911 12,493 11,985

2,667 0 0 1,000 0 2,667 917 1,238

家族労働費 48,000 52,394 166,957 150,000 48,000 166,957 104,338 112,287

雇用労働費 62,242 24,727 2,309 47,042 2,309 62,242 34,080 41,113

計 110,242 77,121 169,265 197,042 77,121 197,042 138,418 153,399

76,272 50,974 96,303 32,382 32,382 96,303 63,983 76,851

55,374 84,711 50,607 65,699 50,607 84,711 64,098 47,692

23,584 6,736 23,706 29,001 6,736 29,001 20,756 34,187

建物･構築物 44,117 88,649 0 5,273 0 88,649 34,510 25,782

機器具･車両 77,355 21,868 66,141 47,829 21,868 77,355 53,298 42,083

乳牛 148,425 80,603 50,046 53,034 50,046 148,425 83,027 76,191

計 269,898 191,120 116,187 106,135 106,135 269,898 170,835 144,057

64,357 14,097 42,782 52,074 14,097 64,357 43,328 34,648

65,333 0 372 1,667 0 65,333 16,843 17,242

0 58,775 3,259 3,009 0 58,775 16,261 26,909

53,333 1,884 20,505 1,748 1,748 53,333 19,368 18,326

1,751,741 1,476,207 1,364,085 868,486 868,486 1,751,741 1,365,130 1,255,616

53,793 117,735 88,110 96,667 53,793 117,735 89,076 119,884

157,797 150,287 94,397 142,500 94,397 157,797 136,245 96,185

1,642,106 1,404,415 1,241,013 741,090 741,090 1,642,106 1,257,156 1,235,047

1,428,283 1,272,518 1,092,650 665,866 665,866 1,428,283 1,114,829 1,093,932

1,380,283 1,220,124 925,694 515,866 515,866 1,380,283 1,010,492 981,645

124,147 43,997 108,504 △ 11,493 △ 11,493 124,147 66,289 △ 48,574

121,218 153,933 118,580 68,671 68,671 153,933 115,601 86,325

70,887 16,415 23,814 72,060 16,415 72,060 45,794 41,787

14,719 22,253 39,447 37,803 14,719 39,447 28,556 28,845

38,158 219 4,191 1,204 219 38,158 10,943 9,559

244,982 192,820 186,031 179,738 179,738 244,982 200,893 162,515

△ 120,836 △ 148,823 △ 77,527 △ 191,231 △ 191,231 △ 77,527 △ 134,604 △ 211,089

33 33,929 0 0 0 33,929 8,490 0

36,422 38,512 85,990 136,953 36,422 136,953 74,469 238,008

9,450 0 16,759 34,129 0 34,129 15,084 21,733

0 30,354 14,005 4,376 0 30,354 12,184 27,958

45,904 102,795 116,754 175,458 45,904 175,458 110,228 287,704

2,905 1,765 0 8 0 2,905 1,170 758

64,000 6,761 11,978 39,288 6,761 64,000 30,507 27,311

1,759 0 31,790 21,013 0 31,790 13,640 8,208

17,047 185 3,307 13,936 185 17,047 8,619 11,998

85,712 8,710 47,075 74,245 8,710 85,712 53,935 48,274

△ 160,643 △ 54,739 △ 7,848 △ 90,019 △ 160,643 △ 7,848 △ 78,312 23,340

0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0

△ 160,643 △ 54,739 △ 7,848 △ 90,019 △ 160,643 △ 7,848 △ 78,312 2,330

△ 112,643 △ 2,344 159,109 59,981 △ 112,643 159,109 26,026 140,627

△ 112,643 △ 2,344 159,109 59,981 △ 112,643 159,109 26,026 140,627

診療･医療品費

項項　　　　　　　　　　目目

売
上
高

牛乳販売収入

子牛育成牛販売収入

その他売上

計

生産原価

電力･水道費

燃料費

償
却
費

修繕費

小農具費

消耗諸材料費

売
上
原
価

期首育成牛評価額

生
産
費
用

種付料

素畜費

購入飼料費

自給飼料資材費

敷料費

労
働
費

預託料・賃料料金

当期生産費用合計

期中経産牛振替額

期末育成牛評価額

売上原価

生産原価(家族労働費除く)

売上総利益

一
般
管
理
費

販売経費

保険料

租税公課･諸負担

事務費その他

計

営業利益

営
業
外
収
益

受取利息

奨励金･補填金

成牛処分益

その他

計

当期純所得

営
業
外
支
出

支払利息

支払地代

成牛処分損

その他

計

経常利益

特別利益

特別損失

当期純利益

経常所得
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牛
マ
ル
キ
ン

（
肉
用
牛
肥
育
経
営
安
定
交
付
金
制
度
）

～
交
付
状
況
～

令
和
八
年
一
月
～
三
月
交
付
金
精
算
払
単

価
（
肥
育
牛
一
頭
当
た
り
）

〇
肉
専
用
種

　

一
月�

交
付
な
し

　

二
月�

交
付
な
し

　

令
和
8
年
6
月
29
日
に
「
一
般
社
団
法

人
神
奈
川
県
畜
産
会　

第
72
回
定
時
社
員

総
会
」
が
開
催
さ
れ
、
任
期
満
了
に
伴
う

役
員
改
選
の
結
果
、
新
た
な
役
員
の
体
制

は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
（
順
不
同
、

敬
称
省
略
）。
退
任
さ
れ
た
理
事
及
び
監

事
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本
会
の
発
展
に

ご
尽
力
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
な
お
、
提
出
し
た
全
て
の
議
案
は

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
会
員
皆
様
の
ご
協
力

に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

会　
　

長　

梶　
　
　

稔
（
農
協
中
央
会
）

副 

会 

長　

森　
　

正
明
（
学
識
経
験
者
）

副 

会 

長　

志
澤　
　

勝
（
畜
産
振
興
会
）

専
務
理
事　

髙
尾
健
太
郎
（
畜
産
会
）

常
務
理
事　

橋
本　
　

聡
（
畜
産
会
）

〈
理
事
〉

根
倉　
　

修
（
全
農
県
本
部
）

荒
井　

新
吾
（
県
酪
農
生
産
者
協
議
会
）

石
井　
　

廣
（
県
肉
牛
経
営
者
協
議
会
）

嶋
津　

義
人
（
養
鶏
連
）

相
原　

栄
一
（
県
獣
医
師
会
）

臼
井　

欽
一
（
養
豚
協
会
）

柳
下　

健
一
（
横
浜
農
協
）

龍
崎　
　

智
（
よ
こ
す
か
葉
山
農
協
）

鈴
木　
　

潔
（
さ
が
み
農
協
）

増
田　

定
二
（
湘
南
農
協
）

宮
永　
　

均
（
秦
野
市
農
協
）

畜
産
会
の
新
た
な
執
行
体
制

が
ス
タ
ー
ト（
役
員
の
選
任
）

大
矢　

和
人
（
厚
木
市
農
協
）

天
野　

信
一
（
か
な
が
わ
西
湘
農
協
）

落
合　

幸
男
（
相
模
原
市
農
協
）

中
里　

州
克
（
神
奈
川
つ
く
い
農
協
）

〈
監
事
〉

真
壁　

勇
男
（
全
農
県
本
部
）

鈴
木　

理
央
（
神
奈
川
中
央
養
鶏
）

�

（
総
務
部
）

　

三
月�

交
付
な
し

〇
交
雑
種

　

一
月�

交
付
な
し

　

二
月�

交
付
な
し

　

三
月�

交
付
な
し

〇
乳
用
種

　

一
月�

三
七
、一
九
五
・
二
円

　

二
月�

三
〇
、三
五
七
・
九
円

　

三
月�

二
八
、七
四
三
・
三
円

令
和
八
年
四
月
交
付
金
概
算
払
単
価
（
肥

育
牛
一
頭
当
た
り
）

○
肉
専
用
種�

交
付
な
し

○
交
雑
種�

交
付
な
し

○
乳
用
種�

三
、三
五
九
・
九
円

�

（
畜
産
会　

倉
迫
）

7月27日（月）～7月31日（金）ナイター
8月18日（火）～8月21日（金）ナイター
9月 7日（月）～9月11日（金）ナイター

地方競馬の収益金は
畜産振興に役立てられています。

日催開馬競崎川
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「
家
保
」
×
「
D
X
」
家
畜
衛
生
対
策
の
新
時
代
へ

今
年
も
暑
さ
が
厳
し
い
季
節
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
日
々
の
業
務
も
暑
熱
対

策
な
ど
さ
ら
に
忙
し
く
な
っ
て
い
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
最
近
よ
く
耳
に
す
る

「
D
X
」
と
い
う
言
葉
は
ご
存
じ
で
し
ょ

う
か
？
こ
れ
は
「
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
」
の
略
で
、
簡
単
に

言
え
ば
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
使
っ
て
仕
事

や
サ
ー
ビ
ス
を
効
率
化
し
、
こ
れ
ま
で

に
は
な
か
っ
た
新
し
い
価
値
を
生
み
出

す
取
り
組
み
の
こ
と
で
す
。

家
畜
保
健
衛
生
所
で

も
こ
の
「
D
X
」
を
進

め
て
お
り
、
家
保
業
務

の
効
率
化
や
職
員
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
に
向
け
た
新
し
い
技
術
を

導
入
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
そ
の
う
ち
の
一
つ
「
ウ
ェ
ア
ラ

ブ
ル
映
像
デ
バ
イ
ス
」
に
つ
い
て
お
話

し
し
ま
す
。

ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
映
像
デ
バ
イ
ス
は
使

用
者
が
身
に
着
け
て
、
映
像
を
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
記
録
・
共
有
で
き
る
電
子
機

器
や
装
置
の
こ
と
で
す
。
家
保
で
は
昨

年
度
か
ら
胸
や
頭
に
装
着
す
る
カ
メ
ラ

を
導
入
し
、
業
務
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
異
常
家
畜
の
発
見
の
連
絡

が
あ
っ
た
際
、
現
地
に
向
か
っ
た
職
員

が
カ
メ
ラ
を
装
着
す
る
こ
と
で
、
農
場

の
様
子
や
家
畜
の
状
態
が
ク
ラ
ウ
ド
上

に
記
録
さ
れ
事
務
所
に
い
る
職
員
に
も

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
共
有
さ
れ
ま
す
。
現

場
の
判
断
を
速
や
か
に
共
有
す
る
こ
と

で
家
保
全
体
の
対
応
を
速
や
か
に
進
行

で
き
る
よ
う
に
な
る
の
と
同
時
に
、
現

場
で
の
判
断
に
苦
慮
す
る
よ
う
な
場
面

で
事
務
所
に
い
る
職
員

に
意
見
を
求
め
る
こ
と

も
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
現
場
対
応
の
様

子
な
ど
を
映
像
記
録
と
し
て
残
し
、
若

手
な
ど
の
現
場
経
験
の
少
な
い
職
員
が

後
か
ら
記
録
を
見
返
す
こ
と
で
実
践
的

な
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
る
一
助
に
な
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

家
保
で
は
、
こ
の
ウ
ェ
ア
ラ
ブ
ル
映

像
デ
バ
イ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
技
術
を

使
っ
て
、
皆
様
が
よ
り
安
心
し
て
畜
産

業
に
専
念
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
仕

組
み
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

家
保
職
員
が
胸
や
頭
に
見
慣
れ
な
い
カ

メ
ラ
を
付
け
て
い
て
も
暖
か
く
迎
え
入

れ
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

�（
県
央
家
畜
保
健
衛
生
所　

塚　

歩
知
）

国
旗
損
壊
罪
は
罪
造
り
法
案
か
？

処
罰
対
象
　
あ
い
ま
い
法
案
か
？

　
　

土
も
草
木
も
火
と
燃
え
る

　
　

果
て
無
き
戦
野
を
踏
み
越
え
て

　
　

進
む
日
の
丸　

鉄
兜
・
・
・

と
歌
っ
て
進
軍
し
た
頃
の
軍
隊
に
は
最

敬
重
さ
れ
た
の
が
日
の
丸
の
旗
だ
っ
た

で
し
ょ
う
。
国
の
祝
祭
日
に
は
必
ず
、

君
が
代
を
歌
い
な
が
ら
国
旗
を
掲
揚
し

た
も
の
で
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
国
旗
は

丁
重
に
扱
わ
れ
、
粗
末
に
し
た
こ
と
が

憲
兵
や
警
察
に
見
つ

か
っ
た
ら
大
変
だ
と
、

収
容
の
場
所
も
神
棚
の

近
く
に
。
そ
れ
が
一
九
四
五
年
ポ
ツ
ダ

ム
宣
言
を
受
諾
し
た
敗
戦
後
に
は
軍
隊

も
日
の
丸
も
崇あ
が

め
ら
れ
な
く
な
り
ま
し

た
。
当
時
は
す
べ
て
の
物
資
が
不
足
で

布
地
も
無
く
、
大
き
な
唐
草
模
様
の
風

呂
敷
の
代
わ
り
に
な
っ
た
の
が
日
の
丸

の
布
地
。

　
　

白
地
に
赤
く　

日
の
丸
染
め
て

　
　

あ
あ
美
し
い　

日
本
の
旗
は
・
・

と
歌
っ
た
国
旗
を
配
給
米
や
闇や
み
ご
め米

を
運

ぶ
風
呂
敷
に
使
っ
た
人
も
少
数
で
は
な

か
っ
た
よ
う
で
す
。「
ひ
ど
い
じ
ゃ
な
い

か
！
国
旗
を
風
呂
敷
に
使
う
な
ん
て
」

「
だ
っ
て
し
ょ
う
が
ね
え
だ
ろ
う
。
ほ
か

に
米
を
入
れ
る
よ
う
な
も
の
が
無
い
ん

だ
も
の
！
」
当
時
の
米
は
生い
の
ち命

を
繋
ぐ

一
番
の
栄
養
源
で
し
た
ね
。

　

揃そ
ろ

っ
た
出
で
そ
ろ

揃
っ
た　

早
苗
が
揃
っ
た

　

植
え
よ
植
え
ま
し
ょ
御み
く
に国
の
た
め
に

　

米
は
宝
だ　

宝
の
米
を
・
・
・
・
・

と
歌
い
ま
し
た
ね
。「
御み
く
に国
の
た
め
の
宝

の
米
を
日
の
丸
の
国
旗
で
包
ん
で
何
が

悪
い
！
」
と
言
っ
た
オ
ジ
サ
ン
が
い
た
け

ど
さ
。
早
苗
さ
ん
よ
！
あ
ん
た
が
創
設

し
よ
う
と
し
て
い
る

「
国
旗
損
壊
罪
」っ
て
ー

の
は
日
の
丸
を
レ
ジ
袋

に
使
っ
た
ら
お
手
々
が
後
ろ
に
回
っ
ち
ゃ

う
ん
か
い
？
「
私
ね
ー
国
産
の
玉
子
、

鶏
肉
、
豚
肉
、
牛
乳
、
牛
肉
、
蜂
蜜
も

買
っ
た
の
よ
。
あ
っ
桜
肉
も
あ
る
わ
。

み
ん
な
日
本
産
だ
か
ら
日
の
丸
を
レ
ジ

袋
に
し
て
包
ん
だ
の
よ
。
い
ー
で
し
ょ

う
⁉
」

　

何
が
罪
に
な
る
の
か
？
な
ら
な
い
の

か
？
早
苗
さ
ん
よ
、
議
員
さ
ん
方
よ
、

こ
ん
な
無
駄
な
こ
と
に
労
力
使
わ
な
い

で
法
案
取
り
下
げ
た
ら
。

�

（
忠
九
朗
）

家
保
だ
よ
り

新
む
ら
す
ず
め

スマートグラス


